














2017年度　家族関係学部会　総会
（議事録　概要版）












日　時：2017年10月21日(土) 16時15分～17時00分

場　所：ホテルビナリオ嵯峨嵐山　会議室「嵐山」












2017年度　家族関係学部会総会次第


1． 開会

2． 部会長挨拶

3． 議長選出

4． 議事

＜報告事項＞
1. 平成28年度事業報告および平成28年度収支決算報告の役員会協議の結果（佐藤） 
2. 会費納入状況（井上）
3．入退会者について（山下）
4．部会誌『家族関係学』のJ-STAGE登載の決定について（山根）
5. 部会誌の編集について（山根） 
6. 部会誌の配布・販売・在庫の状況、HP、メルマガについて（佐藤）
7. 業務委託の状況について（佐藤）
8. 2016年度家族関係学セミナーについて（渡邊）
9. 2017年度家族関係学セミナーについて（杉井）
10. 2017年度日韓学術交流について（上野）
11. 「家庭生活アドバイザー」資格化に向けた動きについて（細江）
12．第3回家政学夏季セミナーの開催について（佐藤）
13.『家族を読み解く12章』（仮称）出版について（佐藤）
14. その他

＜協議事項＞
1. 入退会者の承認（山下）
　2．ニューズレターの紙媒体での発行・郵送から電子メールによる一斉配信・HP公開への変更
（佐藤）
　3．家族関係学セミナーの参加者資格および自由報告における共同発表者の会員資格について
（佐藤）
4. 2018年度第38回家族関係学セミナーについて（大石）
5．平成30年度事業計画案について（佐藤）
　   6．平成30年度収支予算案について（井上）
　　 7. その他　



冒頭、議長を永田晴子氏に依頼することが全会一致で承認された。
出席者数  ４２名

【報告事項】

1. 平成28年度事業報告および平成28年度収支決算報告の役員会協議の結果（佐藤）
本年度より臨時総会の省略措置に伴い、役員会において平成28年度事業報告、平成28年度収支決算について協議し、承認した。
　以上の報告があった。

2. 会費納入状況（井上）
2017年4月1日～2017年9月23日
会費納入必要会員数194名（2017年9月20日現在）
（※名誉会員9名を除く、中途退会6名を含む数）
＜未納状況＞
　　2014年度～未納者　　　２名
　　2015年度～未納者　　　３名
　　2016年度～未納者　　　５名
2017年度  未納者　　 45名・・（2017年度会費の納付率71.6% 　昨年比12.7%増）
以上の報告があった。

3．入退会者について（山下）
　(1)入会希望者19名
(2)退会者６名
　 (3)会員数 2017年9月23日現在209名（暫定会員含む）
※入退会承認後（2017年10月21日現在）203名（昨年度比13名増）
　　　　　　 　→  会費納入必要会員数194名（名誉会員９名）
以上の報告があった。

4．部会誌『家族関係学』のJ-STAGE登載の決定について（山根）
J-STAGE（国立研究開発法人 科学技術振興機構：総合電子ジャーナルプラットフォーム）への利用申込み申請、5月29日採択決定。2018年度以降の登載（予定）に向けて、準備進行中。
以上の報告があった。

5. 部会誌の編集について　（山根） 
　　『家族関係学』No.36を12月1日発行予定で編集作業中
　　　構成：Ⅰ．特集 公開シンポジウム
Ⅱ．論文（2本）
Ⅲ．寄稿（2本）
Ⅳ．書評・文献紹介（書評3・文献紹介5）
以上の報告があった。

6.部会誌の配布・販売・在庫の状況、HP、メルマガについて（佐藤）
(1) 部会誌の配布状況：「家族関係学」35号
　　　　　 国内会員　　　　　163冊
海外在住会員　　　　2冊
執筆者謹呈分　　　 44冊（22人×2冊）
書評・文献紹介の出版社謹呈分　７冊
定期購読団体　 　　15冊
国会図書館献本　　　2冊　　　　　　　　　　　　合計　233冊

(2) 定期購読団体（2017年10月現在）　16団体

(3) 部会誌バックナンバーの販売状況（2016年11月～2017年6月）
　   合計10冊：30号（１冊）、31号（2冊）、32号（1冊）、33号（２冊）、
34号（１冊）、35号（3冊）
(4) 部会誌バックナンバー・報告書の在庫状況について（2017年10月6日現在）
 　　30号（19冊）、31号（８冊）、32号（９冊）、33号（８冊）、34号（19冊）、35号（25冊）
・ひとり親家庭等に関する都道府県および政令指定都市調査・支援政策資料集　３冊
・子どものｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞと家族・地域社会　１冊
(5) ホームページの更新（2016年11月～2017年9月）
・家族関係学部会HP：更新10回
11/19、12/17、2/10、4/1、4/4、5/18、6/2、7/5、8/24、9/22
・日本家政学会HP（家族関係学部会紹介）：更新１回（2/4）
(6) メルマガ
第１号（2/22発行、147通配信）、第2号（4/5発行、156通配信）、
第3号（5/12発行、160通配信）、第４号（8/23発行、170通配信）
以上の報告があった。

7. 業務委託の状況について（佐藤）
　　・業務委託先：よしみ工産株式会社
　　・委託業務内容：
　　　　ホームページ関連　サーバー管理・更新（税込2,376円／月）
　　　　　　　　　　　　　記事・項目の追加と修正、リンク作業
　　　　メルマガ関連　　　メルマガ配信（税込5.4円／１通）
　　　　部会誌関連　　　　印刷、封入・封緘・発送作業
　　　　　　　　　　　　　バックナンバー保管・管理（税込2,160円／月）
　　　　　　　　　　　　　バックナンバー購入希望者への郵送
　　　　セミナー関連　　　プログラム・案内状の印刷、封入・封緘・発送作業
　　　　　　　　　　　　　シンポジウム・自由報告要旨集の印刷
以上の報告があった。

8. 2016年度家族関係学セミナーについて （渡邊）
(1) 日程　2016年10月8日（土）～10月9日（日） 会場：尚絅学院大学 
   (2)シンポジウム　テーマ「震災と女性」
　　　　　　　　　 報告者　渡邊千恵子 氏（尚絅学院大学）
                           宗片恵美子 氏（特定非営利活動法人イコールネット仙台 ）
                           成田洋美 氏（公益財団法人せんだい男女共同参画財団 ）
　 (3)助成
・平成28年度日本家政学会第2期活動助成金　95,811円
　  使途：講師謝礼（宗片氏、成田氏）及び要旨集印刷費
(4)自由報告　2分科会計12報告
(5)参加者　　74名（家政学会員42名、非学会員32名）
以上の報告があった。

9. 2017年度家族関係学セミナーについて （杉井）
　(1) 日程：2017年10月21日（土） ～ 10月22日（日）
会場：ホテルビナリオ嵯峨嵐山（社会福祉法人全国手話研修センター「コミュニティ嵯峨野」) 
  (2) 公開シンポジウム　
「家族／家庭のリアリティーを多角的に考える―生活者としての女・男・子どもの生きざまを問い直す―」
　　　報告1　 沢山　美果子氏（岡山大学大学院社会文化科学研究科）
「『いのち』とジェンダーの視点からみた女・男・子ども―近世から近代へ」
報告2　 天木　志保美氏（元・同志社大学文学部）
「後期近代と家族」
報告3　 宮坂　靖子氏（金城学院大学生活環境学部）
「家族の近代化・脱近代化と子育て―ケアネットワークと情緒規範からのアプローチ」
(3) 活動助成
　平成29年度日本家政学会第2期活動助成金　　97,959円
使途：シンポジウム講師謝礼（非会員2名および学会員1名）及び会場費
　　(4)自由報告　２分科会　合計13報告（プログラム記載14報告であるが、１報告取り下げ）
以上の報告があった。

10. 2017年度日韓学術交流について（上野）
2年ごとの交流で、2017年度は、本部会が韓国家族関係学会の研究大会に派遣する年度である。岡山大学の李璟媛氏を以下の内容で派遣することになった。
（1）韓国家族関係学会の研究大会が開催される場所と日にち
　　日時：2017年10月27日（金）
　　場所：サンミョン大学校（Sangmyung University） 
（2）李璟媛氏の発表のタイトル
　　研究大会主題：親密な関係づくりの地形変化(The Changing Landscape of Partnering)
　　李璟媛氏の発表タイトル：日本社会における親密な関係の地形変化―結婚と離婚を中心に
以上の報告があった。

11. 「家庭生活アドバイザー」資格化に向けた動きについて（細江）
2015年8月25日：4部会合同シンポジウム「「家族生活教育」を支える部会の連携と協働」
2016年3月25日：（一社）日本家政学会第1回家族生活アドバイザー資格認定準備委員会
2016年4月16日：家政学会理事会において準備委員会が作成した同趣旨と概要案を検討
2016年5月29日：家政学会において4部会合同シンポジウム「家政学の社会貢献のための共通理解と資格化を問う」を開催
2017年2月27日：第2回　家族・家庭生活アドバイザー（仮称）資格検討委員会を開催
　　　　　　　資格の名称を「家庭生活アドバイザー」に決定
2017年5月28日：家政学会で資格に関するシンポジウムを開催
2017年8月18,19日：学会認定資格「家庭生活アドバイザー」パイロット事業 講習会を開催
以上の報告があった。

12．第3回家政学夏季セミナーの開催について（佐藤）
　　日時：平成30年9月6日（木）、7日（金）
場所：東京家政大学 　〒173-8602 東京都板橋区加賀1-18-1
主催：（一社）日本家政学会
実行委員長：河田哲典先生（岡山大学）
協力部会：家政教育部会、家族関係学部会、食文化研究部会、児童学部会、食品組織部会
基本テーマ：生活の質的向上を目指す家政学の世界
公開シンポジウム主題：子どもの貧困と子ども食堂（9月6日開催）
以上の報告があった。

13.『家族を読み解く12章』（仮称）出版について（佐藤）
編集：（一社）日本家政学会
発行：丸善出版株式会社
発行予定：2018年10月
編集代表：久保桂子先生
編集幹事：宮坂靖子先生、山根真理先生、佐藤宏子
編集委員：李璟媛先生、井田瑞江先生、大石美佳先生、安達正嗣先生、杉井潤子先生、
中谷奈津子先生、マルセロ・デ・アウカンタラ先生、山下美紀先生
　　　執筆予定者：78人（非部会員９人を含む）
読者対象：家族に関わる研究者、家政学に関わる研究者、中・高の家庭科教員、家族を学ぶ
学生（教科書）、行政の施策立案者や生活支援職に従事する人、一般市民

部会の買取り：部会として買取り、部会員に配布する。
非会員執筆者９人への贈呈分９冊、部会の保管分２冊を買取る。
買取り経費および郵送料は、部会の定額貯金から支出する。
以上の報告があった。

14. その他
とくになし


【協議事項】

1. 入退会者の承認（山下） 　　
報告事項3の入退会者（審議対象者）について承認された。

2．ニューズレターの紙媒体での発行・郵送から電子メールによる一斉配信・HP公開への変更について（佐藤）
　・2017年度第2号（2018年２月発行）より、電子メールによる一斉配信に変更する。
　・ニューズレターを部会ホームページ上で公開する（2017年度第１号より公開済み）。
・現役員会の任期期間は、名誉会員（９名）およびメールアドレス未登録者のうち郵送を希望する者に対して、電子メールによる一斉配信後に電子版を印刷し郵送する。

　　メールアドレス登録状況（2017年9月23日現在）：
配信可能なメールアドレスの登録者         182名
　　　　　メールアドレス・住所の不明者　             2名
メールアドレス未登録者（名誉会員を除く）　18名
ニューズレターの印刷・郵送の希望者　　 0名（8月29日付、郵送確認済み）

　　経費の比較
[bookmark: _GoBack]　　　　ニューズレター郵送（郵送料、宛名シール、アルバイト代）　26,000円（2017年1号）
　　　　ニューズレターの電子メール一斉配信費用　　　　　　　　　＠5.4円×182人＝983円
　　　　ニューズレターのHP公開費用　　　　　　　　　　　　　　 540円
上記、変更案が承認された。

3．家族関係学セミナーの参加者資格および自由報告における共同発表者の会員資格について（佐藤）
セミナー参加者資格は部会員に限定しないこと、自由報告の発表者は第一発表者は部会員に限るが、連名者は非会員も可とすること、発表費（非会員）は3,000円とすることが承認された。

4. 2018年度第38回家族関係学セミナーについて（大石）
日程：2018年10月13日（土）～10月14日（日） 会場：鎌倉女子大学大船キャンパス（鎌倉市）
　上記の日程と会場で開催することで了承された。

5．平成30年度事業計画案について （佐藤）　【資料１】
　資料１のとおり承認された。選挙管理委員会について関東での委員会開催が承認された。
6．平成30年度収支予算案について （井上）　【資料２】
資料２のとおり承認された。

7. その他　
　とくになし



【資料１】平成30年度事業計画（案）

1． 研究発表会、公開講演会等の開催　
(1) 公開シンポジウム　
日程：平成30年10月13日(土)　　会場：鎌倉女子大学大船キャンパス（鎌倉市）
テーマ：未定　　　　　　　シンポジスト：未定 
(2) 研究発表会
日程：平成30年10月14日(日)　　会場：鎌倉女子大学大船キャンパス（鎌倉市）

２． 部会誌の刊行 
「家族関係学」№37   平成30年12月1日刊行予定　　

3． 部会誌のJ-STAGE登載、バックナンバー（部会誌No.28-37）の電子ジャーナル化

４．『家族を読み解く12章』（仮称）の出版　　平成30年10月発刊予定
　　　　
５． 研究及び調査の実施　
　　   　実施せず 

６．研究の奨励及び研究業績の表彰
実施せず

７． 内外の関連部会との連携及び協力
(1) 「家庭生活アドバイザー」資格化の取り組み
(2) 第3回家政学夏季セミナーの開催　　平成30年9月6日（木）、7日（金）

８．その他、目的を達成するために必要な事業
(1) ニューズレターの発行　2回　
(2) ホームページの管理・更新、メルマガの配信

９．部会総会等の開催
(1) 平成30年度通常総会
平成30年度家族関係学セミナーのなかで開催する。
(2) 部会役員会、各種委員会等
    　  ・ 役員会の開催（年２回）
・ 第38回家族関係学セミナー実行委員会（４回）　　 
    　  ・ 部会誌編集委員会10回（メール会議）
· 選挙管理委員会（3回）
　　　　・その他
１０．その他

【資料２】　







Microsoft_Excel_______2.xlsx
予算案

		家族関係学部会収支予算書（案） カゾク カンケイ ガク ブカイ シュウシ ヨサンショ アン

		(平成30年4月1日から平成31年3月31日まで) ヘイセイ ネン ガツ ニチ ヘイセイ ネン ガツ ニチ



		科　　目 カ メ		注意点 チュウイテン		29年度予算 ネンド ヨサン		30年度予算 ネンド ヨサン		備考 ビコウ

		Ⅰ事業活動収支の部 ジギョウ カツドウ シュウシ ブ

		　１.事業活動収入 ジギョウ カツドウ シュウニュウ

		基本財産運用益 キホン ザイサン ウンヨウ エキ

		特定資産運用益 トクテイ シサン ウンヨウ エキ		定期預金の利息分計上 テイキ ヨキン リソク ブン ケイジョウ

		受取入会金 ウケトリ ニュウカイキン

		受取会費 ウケトリ カイヒ				700,000		700,000

		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				415,000		347,000

		会誌購読料　 カイシ コウドクリョウ				30,000		32,000		定期購読団体（16団体） テイキ コウドク ダンタイ ダンタイ

		大会等参加費 タイカイ トウ サンカヒ		参加費・懇親会費 サンカヒ コンシンカイ ヒ		360,000		300,000		過去の実績から▲60,000円 カk ジッセk ゲンg

		広告料 コウコク リョウ		会誌広告、展示等 カイシ コウコク テンジ トウ

		学会刊行物売上 ガッカイ カンコウブツ ウリアゲ				5,000		5,000

		著者負担金 チョシャ フタンキン		掲載料 ケイサイリョウ		20,000		10,000		過去の実績から▲10,000円 カk ジッセk エン

		受取補助金 ウケトリ ホジョキン		国、市区町村、民間団体からの補助金、助成金 クニ シク チョウソン ミンカン ダンタイ ホジョキン ジョセイキン						 

		一般寄付金　 イッパン キフキン

		特別寄付金　 トクベツ キフキン		用途が決まっている寄付金 ヨウト キ キフキン

		雑収入　 ザッシュウニュウ		普通預金利息 フツウ ヨキン リソク		100		100

		★本部からの繰入金収入 ホンブ クリイレ キン シュウニュウ		本部からの活動助成金 ホンブ カツドウ ジョセイ キン		100,000		100,000

		事業活動収入計 ジギョウ カツドウ シュウニュウ ケイ				1,215,100		1,147,100

		　2.事業活動支出 ジギョウ カツドウ シシュツ

		①事業費支出 ジギョウヒ シシュツ				1,283,000		1,173,000

		大会会場使用料 タイカイ カイジョウ シヨウリョウ		設営費、機器レンタル代等も含む セツエイ ヒ キキ ダイ トウ フク		120,000		50,000		セミナー会場：鎌倉女子大学 カイジョウ カマクラ ジョシ ダイガク

		大会消耗品 タイカイ ショウモウ ヒン		懇親会費、弁当代も含む コンシンカイ ヒ ベントウ ダイ フク		150,000		180,000

		大会印刷費 タイカイ インサツ ヒ		記録報告書作成費も含む キロク ホウコクショ サクセイ ヒ フク

		大会通信運搬費 タイカイ ツウシン ウンパン ヒ		大会ホームページ関連費用も含む タイカイ カンレン ヒヨウ フク		40,000		5,000		セミナー印刷物（部会支出分）の郵送費は通信運搬費に計上 インサツブツ ブカイ シシュツ ブン ユウソウ ヒ ツウシン ケイジョ

		大会臨時雇賃金 タイカイ リンジ ヤト チンギン		託児サービス、アルバイト代、交通費も含む タクジ ダイ コウツウヒ フク		80,000		50,000

		講演会等会場使用料 コウエンカイ トウ カイジョウ シヨウリョウ		セミナー、シンポジウム等も含む トウ フク

		講演会等講師謝金 コウエンカイ トウ コウシ シャキン		講師への交通費も含む コウシ コウツウヒ フク		70,000		70,000		シンポジウム講師料（非会員２名、会員1名を予定） コウシリョウ ヒカイイン メイ カイイン メイ ヨテイ

		講演会等消耗品 コウエンカイ トウ ショウモウ ヒン

		講演会等通信運搬費 コウエンカイ トウ ツウシン ウンパン ヒ

		講演会等臨時雇賃金 コウエンカイ トウ リンジ ヤト チンギン

		学会誌印刷費 ガッカイ シ インサツ ヒ		出版物の印刷代 シュッパンブツ インサツ ダイ		330,000		350,000		260冊印刷 サツ インサツ

		学会誌通信費 ガッカイ シ ツウシンヒ		出版物を送付する費用 シュッパンブツ ソウフ ヒヨウ		20,000		100,000		封筒代、封入・封緘費、郵送費、バックナンバー保管管理費を含む フウトウ ダイ フウニュウ フウカン ヒ ユウソウヒ ホカン カンリヒ フク

		編集委員会費 ヘンシュウ イインカイ ヒ		出版物作成のための謝礼、原稿料等 シュッパンブツ サクセイ シャレイ ゲンコウリョウ トウ		10,000		10,000		ネイティブチェック費用、複写費等 ヒヨウ フクシャ ヒ ナド

		研究発表要旨集関連費用 ケンキュウ ハッピョウ ヨウシシュウ カンレン ヒヨウ		※大会発表プログラム印刷費はこちら タイカイ ハッピョウ インサツ ヒ		85,000		70,000		セミナーのプログラム・要旨集等の印刷費、封入・封緘費 ヨウシ シュウ ナド インサツ ヒ フウニュウ フウカン インサツ

		研究補助費 ケンキュウ ホジョ ヒ

		表彰費 ヒョウショウ ヒ		賞金、賞状作成費等 ショウキン ショウジョウ サクセイ ヒ トウ

		関連学会費 カンレン ガッカイ ヒ		他学会年会費等 タ ガッカイ ネンカイヒ トウ

		給料手当 キュウリョウ テアテ		事務関係のアルバイト代 ジム カンケイ ダイ		10,000		10,000		総会、役員選挙実施のためのアルバイト代等 ソウカイ ヤクイン ジッシ ダイ ナド

		広報費 コウホウ ヒ		支部、部会のホームページ関連費用 シブ ブカイ カンレン ヒヨウ		30,000		60,000		HP管理更新費・作業費、メルマガ配信費、ニューズレター配信費 カンリ コウシン ヒ サギョウ ヒ ハイシン ヒ ハイシン ヒ

		福利厚生費 フクリ コウセイヒ		（社会保険料） シャカイ ホケンリョウ

		旅費交通費 リョヒ コウツウヒ		会議の為の交通費等 カイギ タメ コウツウヒ トウ		60,000		50,000		セミナー実行委員会、編集委員会、選挙管理委員会等 ジッコウ イインカイ ヘンシュウ イインカイ センキョ カンリ イイン カイ ナド

		通信運搬費 ツウシン ウンパン ヒ		切手代、電話代等、 キッテ ダイ デンワ ダイ トウ		100,000		100,000		年会費請求・セミナー印刷物・選挙関連の郵送費を含む ネンカイヒ セイキュウ インサツブツ センキョ カンレン ユウソウ ヒ フク

		備品費 ビヒン ヒ		10万円以上で耐用年数1年以上の物品 マンエン イジョウ タイヨウ ネンスウ ネンイジョウ ブツ シナ

		消耗品費 ショウモウ ヒン ヒ				35,000		35,000

		光熱水料費 コウネツ スイ リョウ ヒ		事務所がある場合のみ ジム ショ バアイ

		雑費 ザッピ

		総会費 ソウカイ ヒ		※総会とは役員改選、決算書類等の議決の場 ソウカイ ヤクイン カイセン ケッサン ショルイ トウ ギケツ バ

		事務委託費 ジム イタク ヒ		（会計士、司法書士事務所への支払い等） カイケイ シ シホウ ショシ ジム ショ シハラ トウ		100,000				すべて該当費目に計上 ガイトウ ヒモク ケイジョ

		租税公課 ソゼイ コウカ		（法人税、消費税、固定資産税等） ホウジンゼイ ショウヒゼイ コテイ シサンゼイ トウ

		地代 チダイ		（地主さんへの地代） ジヌシ ジダイ

		会議費 カイギヒ		会議での茶菓子代 カイギ チャ カシ ダイ		40,000		30,000		過去の実績から▲10,000円 カコ ジッセキ

		支払負担金 シハライ フタンキン		振込手数料 フリコミ テスウリョウ		2,000		2,000

		印刷費 インサツ ヒ		コピー代等 ダイ トウ		1,000		1,000

		諸謝金 ショ シャキン		大会、講演会以外での謝金 タイカイ コウエンカイ イガイ シャキン

		修繕費 シュウゼンヒ		事務所の修繕費 ジム ショ シュウゼンヒ

		減価償却費 ゲンカ ショウキャク ヒ

		リース料 リョウ		コピー機リース代 キ ダイ

		事務所管理費 ジム ショ カンリヒ

		②管理費支出 カンリヒ シシュツ

		事業活動支出計 ジギョウ カツドウ シシュツ ケイ				1,283,000		1,173,000

		事業活動収支差額 ジギョウ カツドウ シュウシ サガク				▲ 67,900		▲ 25,900

		Ⅱ投資活動収支の部 トウシ カツドウ シュウシ ブ

		1.投資活動収入 トウシ カツドウ シュウニュウ		基金（定期預金）を取り崩した際に計上 キキン テイキ ヨキン ト クズ サイ ケイジョウ

		2.投資活動支出 トウシ カツドウ シシュツ		※基金（定期預金）を積み立てた際に計上 キキン テイキ ヨキン ツ タ サイ ケイジョウ				1,100,000		書籍の買取および郵送料、部会誌No.28-37の電子化 ショセk カイトリ ユウソウリョウ ブカイ シ デンシカ

		　投資活動収支差額 トウシ カツドウ シュウシ サガク				0		▲ 1,100,000

		Ⅲ財務活動収支の部 ザイム カツドウ シュウシ ブ		立替分がある場合 タテカエ ブン バアイ

		1.財務活動収入 ザイム カツドウ シュウニュウ

		2.財務活動支出 ザイム カツドウ シシュツ

		　　財務活動収支差額 ザイム カツドウ シュウシ サガク				0		0

		当期収支差額 トウキ シュウシ サガク				▲ 67,900		▲ 1,125,900

		前期繰越収支差額 ゼンキ クリコシ シュウシ サガク				1,524,643		1,524,643						 

		次期繰越収支差額 ジキ クリコシ シュウシ サガク				1,456,743		398,743
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家族関係学部会収支予算書（案）

(平成30年4月1日から平成31年3月31日まで)

科　　目 注意点 29年度予算 30年度予算 備考

Ⅰ事業活動収支の部

　１.事業活動収入

基本財産運用益

特定資産運用益 定期預金の利息分計上

受取入会金

受取会費 700,000 700,000

事業収入 415,000 347,000

会誌購読料　 30,000 32,000

定期購読団体（16団体）

大会等参加費 参加費・懇親会費 360,000 300,000

過去の実績から▲60,000円

広告料 会誌広告、展示等

学会刊行物売上 5,000 5,000

著者負担金 掲載料 20,000 10,000

過去の実績から▲10,000円

受取補助金 国、市区町村、民間団体からの補助金、助成金  

一般寄付金　

特別寄付金　 用途が決まっている寄付金

雑収入　 普通預金利息 100 100

★本部からの繰入金収入 本部からの活動助成金 100,000 100,000

事業活動収入計 1,215,100 1,147,100

　2.事業活動支出

①事業費支出 1,283,000 1,173,000

大会会場使用料 設営費、機器レンタル代等も含む 120,000 50,000

セミナー会場：鎌倉女子大学

大会消耗品 懇親会費、弁当代も含む 150,000 180,000

大会印刷費 記録報告書作成費も含む

大会通信運搬費 大会ホームページ関連費用も含む 40,000 5,000

セミナー印刷物（部会支出分）の郵送費は通信運搬費に計上

大会臨時雇賃金 託児サービス、アルバイト代、交通費も含む 80,000 50,000

講演会等会場使用料 セミナー、シンポジウム等も含む

講演会等講師謝金 講師への交通費も含む 70,000 70,000

シンポジウム講師料（非会員２名、会員1名を予定）

講演会等消耗品

講演会等通信運搬費

講演会等臨時雇賃金

学会誌印刷費 出版物の印刷代 330,000 350,000

260冊印刷

学会誌通信費 出版物を送付する費用 20,000 100,000

封筒代、封入・封緘費、郵送費、バックナンバー保管管理費を含む

編集委員会費 出版物作成のための謝礼、原稿料等 10,000 10,000

ネイティブチェック費用、複写費等

研究発表要旨集関連費用 ※大会発表プログラム印刷費はこちら 85,000 70,000

セミナーのプログラム・要旨集等の印刷費、封入・封緘費

研究補助費

表彰費 賞金、賞状作成費等

関連学会費 他学会年会費等

給料手当 事務関係のアルバイト代 10,000 10,000

総会、役員選挙実施のためのアルバイト代等

広報費 支部、部会のホームページ関連費用 30,000 60,000

HP管理更新費・作業費、メルマガ配信費、ニューズレター配信費

福利厚生費 （社会保険料）

旅費交通費 会議の為の交通費等 60,000 50,000

セミナー実行委員会、編集委員会、選挙管理委員会等

通信運搬費 切手代、電話代等、 100,000 100,000

年会費請求・セミナー印刷物・選挙関連の郵送費を含む

備品費 10万円以上で耐用年数1年以上の物品

消耗品費 35,000 35,000

光熱水料費 事務所がある場合のみ

雑費

総会費 ※総会とは役員改選、決算書類等の議決の場

事務委託費 （会計士、司法書士事務所への支払い等） 100,000

すべて該当費目に計上

租税公課 （法人税、消費税、固定資産税等）

地代 （地主さんへの地代）

会議費 会議での茶菓子代 40,000 30,000

過去の実績から▲10,000円

支払負担金 振込手数料 2,000 2,000

印刷費 コピー代等 1,000 1,000

諸謝金 大会、講演会以外での謝金

修繕費 事務所の修繕費

減価償却費

リース料 コピー機リース代

事務所管理費

②管理費支出

事業活動支出計

1,283,000 1,173,000

事業活動収支差額

▲ 67,900 ▲ 25,900

Ⅱ投資活動収支の部

1.投資活動収入 基金（定期預金）を取り崩した際に計上

2.投資活動支出 ※基金（定期預金）を積み立てた際に計上 1,100,000書籍の買取および郵送料、部会誌No.28-37の電子化

　投資活動収支差額 0 ▲ 1,100,000

Ⅲ財務活動収支の部 立替分がある場合

1.財務活動収入

2.財務活動支出

　　財務活動収支差額 0 0

当期収支差額 ▲ 67,900 ▲ 1,125,900

前期繰越収支差額 1,524,643 1,524,643

次期繰越収支差額 1,456,743 398,743
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予算案

		家族関係学部会収支予算書（案） カゾク カンケイ ガク ブカイ シュウシ ヨサンショ アン

		(平成30年4月1日から平成31年3月31日まで) ヘイセイ ネン ガツ ニチ ヘイセイ ネン ガツ ニチ



		科　　目 カ メ		注意点 チュウイテン		29年度予算 ネンド ヨサン		30年度予算 ネンド ヨサン		備考 ビコウ

		Ⅰ事業活動収支の部 ジギョウ カツドウ シュウシ ブ

		　１.事業活動収入 ジギョウ カツドウ シュウニュウ

		基本財産運用益 キホン ザイサン ウンヨウ エキ

		特定資産運用益 トクテイ シサン ウンヨウ エキ		定期預金の利息分計上 テイキ ヨキン リソク ブン ケイジョウ

		受取入会金 ウケトリ ニュウカイキン

		受取会費 ウケトリ カイヒ				700,000		700,000

		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				415,000		347,000

		会誌購読料　 カイシ コウドクリョウ				30,000		32,000		定期購読団体（16団体） テイキ コウドク ダンタイ ダンタイ

		大会等参加費 タイカイ トウ サンカヒ		参加費・懇親会費 サンカヒ コンシンカイ ヒ		360,000		300,000		過去の実績から▲60,000円 カk ジッセk ゲンg

		広告料 コウコク リョウ		会誌広告、展示等 カイシ コウコク テンジ トウ

		学会刊行物売上 ガッカイ カンコウブツ ウリアゲ				5,000		5,000

		著者負担金 チョシャ フタンキン		掲載料 ケイサイリョウ		20,000		10,000		過去の実績から▲10,000円 カk ジッセk エン

		受取補助金 ウケトリ ホジョキン		国、市区町村、民間団体からの補助金、助成金 クニ シク チョウソン ミンカン ダンタイ ホジョキン ジョセイキン						 

		一般寄付金　 イッパン キフキン

		特別寄付金　 トクベツ キフキン		用途が決まっている寄付金 ヨウト キ キフキン

		雑収入　 ザッシュウニュウ		普通預金利息 フツウ ヨキン リソク		100		100

		★本部からの繰入金収入 ホンブ クリイレ キン シュウニュウ		本部からの活動助成金 ホンブ カツドウ ジョセイ キン		100,000		100,000

		事業活動収入計 ジギョウ カツドウ シュウニュウ ケイ				1,215,100		1,147,100

		　2.事業活動支出 ジギョウ カツドウ シシュツ

		①事業費支出 ジギョウヒ シシュツ				1,283,000		1,173,000

		大会会場使用料 タイカイ カイジョウ シヨウリョウ		設営費、機器レンタル代等も含む セツエイ ヒ キキ ダイ トウ フク		120,000		50,000		セミナー会場：鎌倉女子大学 カイジョウ カマクラ ジョシ ダイガク

		大会消耗品 タイカイ ショウモウ ヒン		懇親会費、弁当代も含む コンシンカイ ヒ ベントウ ダイ フク		150,000		180,000

		大会印刷費 タイカイ インサツ ヒ		記録報告書作成費も含む キロク ホウコクショ サクセイ ヒ フク

		大会通信運搬費 タイカイ ツウシン ウンパン ヒ		大会ホームページ関連費用も含む タイカイ カンレン ヒヨウ フク		40,000		5,000		セミナー印刷物（部会支出分）の郵送費は通信運搬費に計上 インサツブツ ブカイ シシュツ ブン ユウソウ ヒ ツウシン ケイジョ

		大会臨時雇賃金 タイカイ リンジ ヤト チンギン		託児サービス、アルバイト代、交通費も含む タクジ ダイ コウツウヒ フク		80,000		50,000

		講演会等会場使用料 コウエンカイ トウ カイジョウ シヨウリョウ		セミナー、シンポジウム等も含む トウ フク

		講演会等講師謝金 コウエンカイ トウ コウシ シャキン		講師への交通費も含む コウシ コウツウヒ フク		70,000		70,000		シンポジウム講師料（非会員２名、会員1名を予定） コウシリョウ ヒカイイン メイ カイイン メイ ヨテイ

		講演会等消耗品 コウエンカイ トウ ショウモウ ヒン

		講演会等通信運搬費 コウエンカイ トウ ツウシン ウンパン ヒ

		講演会等臨時雇賃金 コウエンカイ トウ リンジ ヤト チンギン

		学会誌印刷費 ガッカイ シ インサツ ヒ		出版物の印刷代 シュッパンブツ インサツ ダイ		330,000		350,000		260冊印刷 サツ インサツ

		学会誌通信費 ガッカイ シ ツウシンヒ		出版物を送付する費用 シュッパンブツ ソウフ ヒヨウ		20,000		100,000		封筒代、封入・封緘費、郵送費、バックナンバー保管管理費を含む フウトウ ダイ フウニュウ フウカン ヒ ユウソウヒ ホカン カンリヒ フク

		編集委員会費 ヘンシュウ イインカイ ヒ		出版物作成のための謝礼、原稿料等 シュッパンブツ サクセイ シャレイ ゲンコウリョウ トウ		10,000		10,000		ネイティブチェック費用、複写費等 ヒヨウ フクシャ ヒ ナド

		研究発表要旨集関連費用 ケンキュウ ハッピョウ ヨウシシュウ カンレン ヒヨウ		※大会発表プログラム印刷費はこちら タイカイ ハッピョウ インサツ ヒ		85,000		70,000		セミナーのプログラム・要旨集等の印刷費、封入・封緘費 ヨウシ シュウ ナド インサツ ヒ フウニュウ フウカン インサツ

		研究補助費 ケンキュウ ホジョ ヒ

		表彰費 ヒョウショウ ヒ		賞金、賞状作成費等 ショウキン ショウジョウ サクセイ ヒ トウ

		関連学会費 カンレン ガッカイ ヒ		他学会年会費等 タ ガッカイ ネンカイヒ トウ

		給料手当 キュウリョウ テアテ		事務関係のアルバイト代 ジム カンケイ ダイ		10,000		10,000		総会、役員選挙実施のためのアルバイト代等 ソウカイ ヤクイン ジッシ ダイ ナド

		広報費 コウホウ ヒ		支部、部会のホームページ関連費用 シブ ブカイ カンレン ヒヨウ		30,000		60,000		HP管理更新費・作業費、メルマガ配信費、ニューズレター配信費 カンリ コウシン ヒ サギョウ ヒ ハイシン ヒ ハイシン ヒ

		福利厚生費 フクリ コウセイヒ		（社会保険料） シャカイ ホケンリョウ

		旅費交通費 リョヒ コウツウヒ		会議の為の交通費等 カイギ タメ コウツウヒ トウ		60,000		50,000		セミナー実行委員会、編集委員会、選挙管理委員会等 ジッコウ イインカイ ヘンシュウ イインカイ センキョ カンリ イイン カイ ナド

		通信運搬費 ツウシン ウンパン ヒ		切手代、電話代等、 キッテ ダイ デンワ ダイ トウ		100,000		100,000		年会費請求・セミナー印刷物・選挙関連の郵送費を含む ネンカイヒ セイキュウ インサツブツ センキョ カンレン ユウソウ ヒ フク

		備品費 ビヒン ヒ		10万円以上で耐用年数1年以上の物品 マンエン イジョウ タイヨウ ネンスウ ネンイジョウ ブツ シナ

		消耗品費 ショウモウ ヒン ヒ				35,000		35,000

		光熱水料費 コウネツ スイ リョウ ヒ		事務所がある場合のみ ジム ショ バアイ

		雑費 ザッピ

		総会費 ソウカイ ヒ		※総会とは役員改選、決算書類等の議決の場 ソウカイ ヤクイン カイセン ケッサン ショルイ トウ ギケツ バ

		事務委託費 ジム イタク ヒ		（会計士、司法書士事務所への支払い等） カイケイ シ シホウ ショシ ジム ショ シハラ トウ		100,000				すべて該当費目に計上 ガイトウ ヒモク ケイジョ

		租税公課 ソゼイ コウカ		（法人税、消費税、固定資産税等） ホウジンゼイ ショウヒゼイ コテイ シサンゼイ トウ

		地代 チダイ		（地主さんへの地代） ジヌシ ジダイ

		会議費 カイギヒ		会議での茶菓子代 カイギ チャ カシ ダイ		40,000		30,000		過去の実績から▲10,000円 カコ ジッセキ

		支払負担金 シハライ フタンキン		振込手数料 フリコミ テスウリョウ		2,000		2,000

		印刷費 インサツ ヒ		コピー代等 ダイ トウ		1,000		1,000

		諸謝金 ショ シャキン		大会、講演会以外での謝金 タイカイ コウエンカイ イガイ シャキン

		修繕費 シュウゼンヒ		事務所の修繕費 ジム ショ シュウゼンヒ

		減価償却費 ゲンカ ショウキャク ヒ

		リース料 リョウ		コピー機リース代 キ ダイ

		事務所管理費 ジム ショ カンリヒ

		②管理費支出 カンリヒ シシュツ

		事業活動支出計 ジギョウ カツドウ シシュツ ケイ				1,283,000		1,173,000

		事業活動収支差額 ジギョウ カツドウ シュウシ サガク				▲ 67,900		▲ 25,900

		Ⅱ投資活動収支の部 トウシ カツドウ シュウシ ブ

		1.投資活動収入 トウシ カツドウ シュウニュウ		基金（定期預金）を取り崩した際に計上 キキン テイキ ヨキン ト クズ サイ ケイジョウ

		2.投資活動支出 トウシ カツドウ シシュツ		※基金（定期預金）を積み立てた際に計上 キキン テイキ ヨキン ツ タ サイ ケイジョウ				1,100,000		書籍の買取および郵送料、部会誌No.28-37の電子化 ショセk カイトリ ユウソウリョウ ブカイ シ デンシカ

		　投資活動収支差額 トウシ カツドウ シュウシ サガク				0		▲ 1,100,000

		Ⅲ財務活動収支の部 ザイム カツドウ シュウシ ブ		立替分がある場合 タテカエ ブン バアイ

		1.財務活動収入 ザイム カツドウ シュウニュウ

		2.財務活動支出 ザイム カツドウ シシュツ

		　　財務活動収支差額 ザイム カツドウ シュウシ サガク				0		0

		当期収支差額 トウキ シュウシ サガク				▲ 67,900		▲ 1,125,900

		前期繰越収支差額 ゼンキ クリコシ シュウシ サガク				1,524,643		1,524,643						 

		次期繰越収支差額 ジキ クリコシ シュウシ サガク				1,456,743		398,743





資料⑥




